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平成 24年 12月 18 日 

各  位 
会 社 名  荏 原 実 業 株 式 会 社 
代 表 者 名  代表取締役社長  鈴 木 久 司 

 (コード番号：6328 東証第一部) 
問い合わせ先  経 営 企 画 室 長  濱 野 博 光 
電 話 番 号  ０ ３ － ５ ５ ６ ５ － ２ ８ ８ ５ 

 

子会社の異動（株式譲渡）及び子会社に対する債権放棄に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催された取締役会において、当社の連結子会社であるバイオジェニック株式会社（以下、「バ

イオジェニック」といいます。）の株式の全部をバイオジェニックの代表取締役社長である渡部 政博氏（以下、

「渡部氏」といいます。）に譲渡すること、及びバイオジェニックに対する債権についてその全額を放棄するこ

とを決議しましたのでお知らせいたします。これにより、バイオジェニック及びその子会社（当社の孫会社）で

ある昆明白鴎微藻技術有限公司（以下、「昆明子会社」といいます。）は当社の連結子会社から除外されることと

なります。 

記 

１．子会社の異動（株式譲渡）及び子会社に対する債権放棄の理由 

  
２．異動する子会社（バイオジェニック）の概要 
（１） 名 称 バイオジェニック株式会社 
（２） 所 在 地 東京都中央区銀座六丁目 16 番 10 号 
（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 渡部 政博 

当社グループは環境関連事業（メーカー事業）の拡大による利益成長を目指し、新製品の開発や新事業への

展開を積極的におこなっております。その一環として、2003 年 4 月に当社が持つ微細藻類培養技術を応用して

機能性素材「アスタキサンチン」の生産及び販売を目的にバイオジェニックを設立しました。また、2004 年 7
月にはアスタキサンチンの素原料となる微細藻類「ヘマトコッカス」の効率的大量培養を目的に中国雲南省昆

明市において昆明子会社を設立しました。 
設立から現在に至るまでバイオジェニックの事業を通してアスタキサンチン製造に関わる様々な知見を得る

ことができたものの、本来の目的である利益成長という観点では期待された成果が得られておらず、また、当

社事業とのシナジーが薄いことや中国のカントリーリスク等も考慮に入れ、当該事業から撤退することを決定

しました。 
その上で、当該事業の撤退に係るコストと期間を最小限に抑えるべく円滑な撤退を企図し、また、今後は当

社傘下を離れ、渡部氏の指揮下で新たな成長戦略を打ち出していくことが適切との判断に至り、当社の保有す

るバイオジェニックの全株式を渡部氏に譲渡することといたしました。更に、当社が融資するバイオジェニッ

クに対する債権の回収可能性が低いことやバイオジェニックの事業継続に必要な財務基盤を構築する必要性に

鑑み、当社のバイオジェニックに対する債権を放棄することを併せて決議しました。 
これら一連の決定により、バイオジェニック及び昆明子会社は当社の連結子会社から除外されることとなり

ますが、当該事業自体はバイオジェニック及び昆明子会社においてこれまで通り継続しておこなってまいりま

す。 
なお、当社保有のバイオジェニック株式に対する評価減ならびに当社のバイオジェニック向け債権に対する

貸倒引当金については過年度決算において全額計上済みです。 
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（４） 事 業 内 容 植物及び微生物の培養に関する研究開発・製造及び販売 
（５） 資 本 金 377 百万円 
（６） 設 立 年 月 日 2003 年 4 月 10 日 
（７） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 当社 100.0% 

（８） 
当社とバイオジェニック

と の 関 係 

資本関係 
当社はバイオジェニックの株

式を 100％保有しております。 

人的関係 
当社の従業員が、バイオジェニ

ックの役員として出向してお

ります。 

取引関係 

当社はバイオジェニックに対

して、金銭の貸付、手形の買取

及び所有不動産の賃貸を行っ

ております。 
（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
  決         算         期 平成 21 年 12 月期 平成 22 年 12 月期 平成 23 年 12 月期 
 純 資 産 ▲540 百万円 ▲592 百万円 ▲595 百万円 
 総 資 産 334 百万円 262 百万円 272 百万円 
 1 株当たり純資産（円） － － － 
 売 上 高 121 百万円 136 百万円 232 百万円 
 営 業 利 益 ▲16 百万円 ▲50 百万円 ▲1 百万円 
 経 常 利 益 ▲16 百万円 ▲50 百万円 ▲2 百万円 
 当 期 純 利 益 ▲15 百万円 ▲51 百万円 ▲2 百万円 
 1 株当たり当期純利益(円) － － － 
 1 株 当 た り配 当金 ( 円 ) － － － 
 
 
３．異動する孫会社（昆明子会社）の概要 
 本件子会社の異動に伴い、孫会社である昆明子会社は、当社の連結対象から除外されることとなります。異動

する孫会社の概要は、以下のとおりであります。 
（１） 名 称 昆明白鴎微藻技術有限公司 

（２） 所 在 地 中華人民共和国雲南省昆明市呈貢県洛羊鎮大沖龍港鋼廠内 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 董事長  渡部 政博 

（４） 事 業 内 容 微細藻類の培養に関する研究開発・製造及び販売 
（５） 出 資 金 591 万米ドル 
（６） 設 立 年 月 日 2004 年 7 月 21 日 
（７） 主要出資者及び出資持分 バイオジェニック 67% 

（８） 当社と昆明子会社の関係 

資本関係 

当社と昆明子会社の間に資本

関係はございませんが、当社は

昆明子会社の親会社であるバ

イオジェニックの株式を 100％
保有しております。 

人的関係 
当社と昆明子会社の間に特筆

すべき人的関係はございませ

ん。 

取引関係 
当社と昆明子会社の間に特筆

すべき取引関係はございませ

ん。 
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（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
決         算         期 平成 21 年 12 月期 平成 22 年 12 月期 平成 23 年 12 月期 

 純 資 産 16,110 千元 12,971 千元 8,970 千元 
 総 資 産 26,414 千元 20,258 千元 14,253 千元 
 売 上 高 2,479 千元 3,078 千元 4,357 千元 
 営 業 利 益 ▲3,379 千元 ▲3,025 千元 ▲4,005 千元 
 経 常 利 益 ▲3,385 千元 ▲3,016 千元 ▲4,001 千元 
 当 期 純 利 益 ▲3,385 千元 ▲3,016 千元 ▲4,001 千元 
 
４．バイオジェニック株式の譲渡の相手先の概要 
（１） 氏         名 渡部 政博 
（２） 住 所 東京都大田区 

（３） 
当 社 と 
当 該 個 人 の 関 係 

当該個人は当社株式を 7,426 株保有（2012 年 6 月末時点）して

おります。 
 
５．譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 異 動 前 の 所 有 株 式 数 
18,250 株 
（所有割合 ： 100.0％ ） 

（２） 譲 渡 株 式 数 
18,250 株 
（譲渡価額 ： 18,250 円 ） 

（３） 異 動 後 の 所 有 株 式 数 
0 株 
（所有割合 ： 0.0％ ） 

（４）譲渡価額の算定根拠 
   当該子会社は、債務超過会社であり、債務超過の額は平成 23 年 12 月末時点で 595 百万円となっている

ため、株式の価額は 18,250 円（1 株 1 円）であると評価して、譲渡価額を算定しております。 
 
６．債権放棄の内容 
（１） 債 権 の 種 類 貸付金（総額 817,500,000 円）及び未収利息（16,249,810 円） 
（２） 放 棄 金 額 833,749,810 円 
（３） 実 施 予 定 日 平成 24 年 12 月 25 日 
なお、当社個別財務諸表上は、当該債権全額について、貸倒引当金を計上済みです。 
 
７．日程 
  取締役会決議日       ： 平成 24 年 12 月 18 日 
  株式譲渡契約締結日     ： 平成 24 年 12 月 18 日 
  株式譲渡日および債権放棄  ： 平成 24 年 12 月 25 日 
  の実行予定日 
 
８．今後の見通し 

当該子会社株式に対する評価減ならびに当社のバイオジェニック向け債権に対する貸倒引当金については

過年度決算において全額計上済みですが、本件が当社グループ業績に影響を与える場合は、確定後速やかにお

知らせいたします。 
 

以 上 


